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旬
の
野
菜
で
楽
し
む

夏
の
さ
っ
ぱ
り
漬
物

ト
マ
ト
の

白
だ
し
漬
け

～
蜂
蜜
酢
風
味
～

キ
ュ
ウ
リ
の

ビ
ー
ル
漬
け

［
材
料
］
2
～
3
人
分

ト
マ
ト
…
2
個

※
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
場
合
は

10
～
15
個
程
度

白
だ
し
…
60
m
l

水
…
60
m
l

米
酢
…
大
さ
じ
1

蜂
蜜
…
小
さ
じ
1

オ
リ
ー
ブ
油
…
小
さ
じ
2

［
材
料
］
2
～
3
人
分

ナ
ス
…
1
本

塩
昆
布
…
10
g

白
す
り
ご
ま
…
大
さ
じ
1

ご
ま
油
…
大
さ
じ
1

青
ジ
ソ
…
1
枚

［
材
料
］
2
～
3
人
分

キ
ュ
ウ
リ
…
2
～
3
本

ビ
ー
ル
…
1
0
0
m
l

塩
…
小
さ
じ
2

砂
糖
…
大
さ
じ
3

［
作
り
方
］

（
1
）
ト
マ
ト
は
へ
た
を
取
り
、
皮
を
む
く
。

（
2
）
ジ
ッ
パ
ー
付
き
の
保
存
袋
に
白
だ
し
、
水
、
米
酢
、

蜂
蜜
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
て
（
1
）
を
入
れ
る
。

（
3
）
冷
蔵
庫
で
半
日
以
上
漬
け
、
食
べ
る
と
き
に
オ
リ
ー

ブ
油
を
掛
け
る
。

［
作
り
方
］

（
1
）
ジ
ッ
パ
ー
付
き
の
保
存
袋
に
ビ
ー
ル
、
塩
、
砂

糖
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
て
お
く
。

（
2
）
キ
ュ
ウ
リ
は
両
端
を
切
っ
て
（
1
）
に
入
れ
る
。

（
3
）
冷
蔵
庫
で
半
日
以
上
漬
け
る
。

［
作
り
方
］

（
1
）
ナ
ス
は
縦
半
分
に
切
り
、
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。

（
2
）
ボ
ウ
ル
に
（
1
）
を
入
れ
、塩
昆
布
、白
す
り
ご
ま
、ご
ま
油
を
加
え
て
、

手
で
も
む
よ
う
に
あ
え
る
。

（
3
）
味
が
な
じ
ん
だ
ら
、
千
切
り
の
青
ジ
ソ
を
添
え
る
。

　
ト
マ
ト
の
へ
た
の
部
分
に
フ
ォ
ー
ク
を
刺
し
、
じ
か
火
に

当
て
て
か
ら
氷
水
に
漬
け
る
と
、
皮
が
簡
単
に
む
け
ま
す
。

湯
む
き
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
場
合
、
皮

は
そ
の
ま
ま
で
も
よ
く
、
へ
た
を
取
り
つ
ま
よ
う
じ
で
数
カ

所
穴
を
開
け
る
と
味
が
な
じ
み
ま
す
。
冷
や
し
て
食
べ
る
と

美
味
。
夏
は
凍
ら
せ
て
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
し
て
も
楽
し
め

ま
す
。

　
パ
パ
ッ
と
作
っ
て
す
ぐ
で
も
食
べ
ら
れ
る
簡
単
あ
え
物
風
の
お
漬
物
。
ご

ま
油
の
香
り
で
食
欲
も
ア
ッ
プ
。
漬
け
る
時
間
が
な
い
と
き
に
お
薦
め
の
時

短
レ
シ
ピ
で
す
。
キ
ュ
ウ
リ
、
セ
ロ
リ
、
カ
ブ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
他
の
野
菜

で
も
代
用
可
能
。
ミ
ョ
ウ
ガ
や
シ
ョ
ウ
ガ
の
千
切
り
を
加
え
て
も
美
味
。
ご

飯
の
お
供
、
そ
う
め
ん
な
ど
の
麺
類
に
の
せ
て
召
し
上
が
れ
。

　
漬
け
て
い
る
間
に
ビ
ー
ル
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
は
ほ
と

ん
ど
飛
ぶ
た
め
、
お
酒
が
苦
手
な
方
や
お
子
さ
ま
で
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

ビ
ー
ル
で
。発
泡
酒
は
苦
味
が
強
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、

通
常
の
ビ
ー
ル
が
お
薦
め
で
す
。
漬
け
汁
に
タ
カ
ノ
ツ

メ
を
加
え
た
り
、か
ら
し
や
ワ
サ
ビ
を
入
れ
て
も
美
味
。

ミ
ョ
ウ
ガ
や
セ
ロ
リ
を
加
え
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
楽
し

め
ま
す
。
甘
味
が
苦
手
な
方
は
砂
糖
の
量
で
調
節
を
。

皮
を
所
々
む
い
た
り
、
カ
ッ
ト
し
て
か
ら
漬
け
れ
ば
短

時
間
で
味
が
な
じ
み
ま
す
。

ナ
ス
の
塩
昆
布
漬
け

～
青
ジ
ソ
を
添
え
て
～

❷



季
節
の
野
菜
を
使
っ
て

手
軽
に
で
き
る
漬
物
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜
の
お
い
し
さ
を
凝
縮
し
た
、

さ
っ
ぱ
り
食
べ
や
す
い
漬
物
で

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

監
修   

野
菜
ソ
ム
リ
エ
上
級
プ
ロ  

K
A
O
R
U

イ
ラ
ス
ト
　
小
林
裕
美
子

レ
タ
ス
の

塩
レ
モ
ン
漬
け

季
節
野
菜
の

ヨ
ー
グ
ル
ト

み
そ
漬
け

パ
プ
リ
カ
の
マ
リ
ネ

［
材
料
］
2
～
3
人
分

レ
タ
ス
…
1
個

レ
モ
ン
…
1
／
2
個

昆
布
…
3
c
m
角
1
枚

塩
…
小
さ
じ
1

砂
糖
…
小
さ
じ
2

オ
リ
ー
ブ
油
…
小
さ
じ
1

［
材
料
］
2
～
3
人
分

パ
プ
リ
カ
（
赤
・
黄
）
…
各
1
個

米
酢
…
60
m
l

砂
糖
…
大
さ
じ
2

塩
…
小
さ
じ
1

黒
こ
し
ょ
う
…
少
々

ロ
ー
リ
エ
…
1
枚

［
材
料
］
2
～
3
人
分

み
そ
…
1
0
0
g

ヨ
ー
グ
ル
ト
…
2
0
0
g

お
好
み
の
野
菜
…
適
量

［
作
り
方
］

（
1
）
レ
タ
ス
は
手
で
縦
に
裂
く
よ
う
に
1
枚
を
4
～
６
等

分
す
る
。

（
2
）
ジ
ッ
パ
ー
付
き
の
保
存
袋
に
（
1
）
を
入
れ
、
レ
モ

ン
を
搾
り
、
昆
布
、
塩
、
砂
糖
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
加

え
て
、
軽
く
も
む
。

（
3
）
冷
蔵
庫
で
30
分
以
上
漬
け
る
。

［
作
り
方
］

（
1
）
パ
プ
リ
カ
は
一
口
大
に
切
っ
て
熱
湯

で
さ
っ
と
ゆ
で
、
水
気
を
よ
く
拭
き
取
る
。

（
2
）
保
存
容
器
に
米
酢
、
砂
糖
、
塩
、
黒
こ
し
ょ
う
を
入
れ
て
、
よ
く

混
ぜ
る
。

（
3
）（
2
）
に
（
1
）、ロ
ー
リ
エ
を
入
れ
、冷
蔵
庫
で
半
日
以
上
漬
け
る
。

［
作
り
方
］

（
1
）
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
半
量
に
な
る
く
ら
い
ま
で
水
切

り
す
る
。

（
2
）
ジ
ッ
パ
ー
付
き
の
保
存
袋
、
ま
た
は
底
が
広
い

保
存
容
器
に
み
そ
と
（
1
）
を
入
れ
て
よ
く
混

ぜ
る
。

（
3
）
カ
ブ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
セ
ロ
リ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど

お
好
み
の
野
菜
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て

（
2
）
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
で
半
日
以
上
漬
け
る
。

　
レ
モ
ン
を
搾
っ
た
後
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
皮
も
入
れ
て
漬
け

る
と
、
風
味
が
よ
く
な
り
ま
す
。
国
産
レ
モ
ン
な
ど
が
楽
し

め
る
時
期
が
お
薦
め
で
す
。
30
分
程
度
で
サ
ラ
ダ
感
覚
で
食

べ
ら
れ
、
1
日
以
上
漬
け
れ
ば
レ
モ
ン
や
昆
布
の
味
が
な
じ

み
、
食
感
も
浅
漬
け
風
に
。
数
日
漬
け
て
も
レ
タ
ス
の
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
感
は
残
り
、
爽
や
か
な
味
わ
い
な
の
で
箸
休
め
に

も
最
適
。
レ
タ
ス
が
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
。
ハ
ク

サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
で
作
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　
パ
プ
リ
カ
が
熱
い
う
ち
に
調
味
液
に
入
れ
る
と
、
味
が
な
じ
み
や
す
い

で
す
。
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
水
気
を
よ
く
拭
き
取
る
と
味
が
薄
く
な

り
ま
せ
ん
。
パ
プ
リ
カ
か
ら
水
分
が
出
る
の
で
、
最
初
は
調
味
液
が
少
な

く
感
じ
て
も
大
丈
夫
で
す
。
大
き
め
に
切
る
と
歯
応
え
が
楽
し
め
、
細
切

り
に
す
る
と
し
ん
な
り
し
た
食
感
に
。
ロ
ー
リ
エ
は
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
な

ど
の
ハ
ー
ブ
を
代
用
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
身
近
な
食
材
で
簡
単
に
で
き
る
み
そ
床
。
発
酵
食
材

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
み
そ
の
働
き
で
、
時
間
を
か
け
た
よ

う
な
深
い
う
ま
味
が
楽
し
め
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス

な
ど
定
番
野
菜
の
他
、
ど
ん
な
野
菜
で
も
お
い
し
く
仕

上
が
り
ま
す
。
季
節
を
問
わ
ず
、
旬
の
野
菜
を
用
い
て

一
年
中
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

❸



　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

９
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

理
事
会
か
ら

７
月
28
日
の
主
な
議
案

①
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作

成
に
つ
い
て

②
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
係
る
保

険
料
の
役
員
負
担
額
に
つ
い
て

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針

に
つ
い
て

⑤
遊
休
不
動
産
（
加
須
市
三
俣
二

丁
目
）の
土
地
賃
貸
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
維
持
持
続
資
金

（
危
機
対
応
）融
資
要
項
の
制
定

に
つ
い
て

⑦
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

税
務
法
律
相
談

９
月
７
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご相談
については、ＪＡほくさいか農業委
員会または農業者年金基金にお問
い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

（令和２年８月１日現在）

商品名 ＪＡ飼料用米（米粉用米含む）対応資金

ご利用いた
だける方

【個人・法人等】（以下の条件をすべて満たす方とします）
○当ＪＡの組合員（正組合員、准組合員）の方
○農業を営まれている方または農業に従事されている方
○信用状況に不安のない方
※信用状況に不安のないとは、信用事業の支払延滞、経済事業の所定の期日経過後の未払金お

よび共済掛金の未払金等がなく、かつ埼玉県農業信用基金協会の求償債務者でないことなど
をいいます。

○その他当ＪＡが定める条件を満たしている方

資金使途 ○飼料用米に関する水田活用の直接支払交付金交付までのつなぎ資金

借入金額
○飼料用米に関する水田活用の直接支払交付金に関して支払われる交付金相当額のうちＪＡ口

座にご入金される金額の範囲内（原則として55千円/10ａで算出した金額）とします。

借入期間 ○原則として令和３年３月末までとします。

借入利率 ○0.2％（固定金利）とします。

返済方法
○指定されたＪＡ口座にご入金された資金（水田活用の直接支払交付金）等によりご返済いた

だきます。
　なお、当ＪＡに直接支払交付金専用口座を開設していただきます。

担保 ○原則として担保は不要です。

保証人
○原則として保証人は不要です。
○法人の方は原則として代表者を連帯保証人とします。

必要書類

○本人確認書類（運転免許証・健康保険証等）、印鑑証明書、交付金専用通帳、実印と通帳届け
出印をご持参ください。

○経営所得安定対策等交付金交付申請書、営農計画書、振込口座届出書等、以上の書類は各再
生協にてご用意いたします。

その他
○お申込みに際しては当ＪＡにおいて所定の審査をさせていただきます。審査の結果によって

はご希望に添いかねる場合もございますので、予めご了承ください。
○ご返済額の試算等については当ＪＡの融資窓口までお問い合わせください。

ＪＡ飼料用米対応資金について
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営

農繁期特別割引のご案内
配送時の営農用価格からさらに

２円/㍑引き
行田配送センター（行田・川里・羽生地区）
８月17日（月）～１１月２７日（金）

加須配送センター
　　　　（加須・騎西・北川辺・大利根地区）
承り中　～１0月３０日（金）

適
用
配
送
期
間

農 用 ☆家庭用ボイラーに
ついては対象外です。

☆ご注文は各支店で承ります。
☆上記の期間は注文の増加が予想されるため、余裕を

もってお早目（希望日の２～３日前）にご注文ください
ますようお願いいたします。

１回につき
100㍑ 以 上
のご注文で

ご注意ください

埼玉県農業大学校 学生募集
　本校は、農業及び関連産業の担い手としての実践力を養うため、生産から加工、流通、販売、消費まで
一貫した教育を行う専修学校です。仕事に役立つ各種資格・免許取得の機会もあります。
　入学願書は本校及び本校ホームページや加須農林振興センターで入手できます。本校ホームページには
見学会等の最新情報も掲載しておりますので、ぜひ御覧ください。

（https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0921/）

●募集定員
学　　科 定員

野　　菜 30人
水田複合 5人
花 植 木 15人
酪　　農 5人

 短期農業
【短期野菜専攻】
【有機農業専攻】※1

35人

●出願期間・試験日・合格発表

入試区分 出願期間 試験日 合格発表

推薦入試※3 R2.10.1～10.13 R2.10.29 R2.11.10

一般入試※2

前期 R2.11.2～11.13 R2.11.27 R2.12.9

後期 R3.1.4～1.13 R3.1.28 R3.2.4

※１　短期農業学科 有機農業専攻では推薦入試は実施せず一般入試のみとなります。
※２　規定の定員を満たした専攻については、一般入試後期の試験を実施しない場合があります。
　　　また、一般入試後期で定員が満たされない専攻について、随時募集を行う場合があります。
※３　高等学校の既卒者で農林振興センター所長の推薦を受けたい場合は、令和２年９月11日までに
　　　加須農林振興センターに申し出て下さい。

●日曜オープン見学会／個別相談会　～ぜひこの機会に御来校ください！～
　開催日時　9月6日・10月4日・11月8日・12月20日・2月7日
　　　　　　午前の部(オープン見学会)：10：00～12：00
　　　　　　午後の部(個別相談会)：13：30～15：30　※個別相談会の時間は別途お知らせします。

　申　　込　各開催日の３日前までに埼玉県農業大学校へ
●お問い合わせ先
　埼玉県農業大学校 入試・教務調整担当（埼玉県熊谷市樋春2010） 電話048-501-6845
　加須農林振興センター農業支援部 電話0480-61-3911

古くなった温水器の撤去はＪＡで承
ります。
最寄りの各支店にご相談ください。

「古くなり使わなくなった温水
器を屋根にのせているのは違
法です！」と語り、撤去作業を
法外な料金で
請け負うケー
スが管内で発生

しています。

白灯油・軽油

❺



行田農産物直売所 ☎048（556）2203・水曜定休
羽生農産物直売所 ☎048（563）4609・水曜定休
加須農産物直売所 ☎0480（61）3044・火曜定休
騎西農産物直売所 ☎0480（73）6776・火曜定休
北川辺農産物直売所 ☎0280（62）3636・水曜定休

新
米
セ
ー
ル とれたての

新米コシヒカリを
特別価格で販売いたします！

いずれも９時30分より

9/3木
　  ▼

9/10木

ＪＡの住宅ローン

ローンセンター（☎048-560-5200）は
毎週土曜日（９時～16時）も営業中

マイホームの建替え・ご購入をご検
討の方、ぜひＪＡほくさいにご相
談ください。

©よりぞう

ＪＡほくさい賃貸アパート

入
募

者居
集

物件情報は「ＪＡほくさい　アパー
ト」で検索いただくか、左記ＱＲコー
ドにアクセスしてご覧ください

【行田市内物件】
資産管理行田営業所　☎048-556-1171
※アパート仲介業務のみ

【羽生市内物件】
経済部資産管理課　　☎048-563-3000

【加須市内物件】
資産管理加須営業所　☎0480-61-0905

お
問
い
合
わ
せ
先

介
護
用
防
水
シ
ー
ツ
等
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

ＪＡほくさい管内にお住まい
で、長期にわたり在宅療養を
されている方

　ご希望の方は、使用される
方のご住所・お名前・年齢・
療養年数・希望の品を各支店
までお申し出ください。後日
お届けいたします。

８/31㊊

対象者

締　切

①防水シーツ
（サイズ105×150㌢） １枚　
②バスタオルＡ

（サイズ100×160㌢） １枚　
③バスタオルＢ

（サイズ60×120㌢） ２枚　
※いずれか１つ

※ 入院・施設入所されている方は
対象外

開催

❻



　特定健診は、40～74歳の方の、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した生活習慣
病の予防を目的とした健診です。
　生活習慣病は、初期の段階ではほとんど自覚症状がなく、検査を受けることでしかわかりません。
　病気の予防、早期発見、健康状態のチェックのために、年に一度は特定健診を必ず受けましょう。

«各市の特定健康診査実施期間及び問い合わせ先»
市名 実施期間 問い合わせ先 対象者

行田市
令和２年７月１日～
令和３年２月27日

行田市保険年金課
☎048-556-1111（内線271～273） 市町村国民健康保

険に加入する40～
74歳 の 方。 市 に
よって年齢の区切
り方や実施方法等
が異なりますので
直接お問い合わせ
ください。

加須市
令和２年５月25日～
12月19日

加須市健康づくり推進課
☎0480-62-1311

羽生市
令和２年６月１日～
12月25日

羽生市国保年金課
☎048-561-1121（内線181～184・125）

鴻巣市
令和２年８月１日～
令和３年２月27日

鴻巣市国保年金課
☎048-541-1321（内線2654・2655）

«75歳以上の後期高齢者医療保険加入の方へ»
　各市で「健康診査」を実施しています。詳しくは上記の関係各課までお問い合わせください。

 
  大切なあなたを守る
特定健康診査（健康診査）を受けましょう !

埼玉県加須保健所

●平成27年４月１日に食品表示法が施行され、容器包装に入れられた加工食品には栄養成分表示
として、熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム（食塩相当量）が必ず表示されること
になりました。

●これらの５つの項目は、生活習慣病と深く関わっています。栄養成分表示は、健康づくりに役立
つ重要な情報源になります。

●栄養成分表示を見て、上手に食品を選び、健康の維持・増進に役立てましょう。

★栄養成分表示を活用しましょう★

食品表示法の施行

栄養成分表示（100g当たり）
エネルギー　　　　○kcal
たんぱく質　　　　○g
脂質　　　　　　　○g
炭水化物　　　　　○g
食塩相当量　　　　○g

栄養成分表示を義務化 必要な栄養素を
過不足なく摂取

健康の維持・増進

栄養成分の量が分かる

上手に食品を選ぶ

埼玉県のマスコット
コバトン

❼



側面に光反射シートを張ったハウス

施
設
野
菜
の
害
虫
対
策
は
総
合
的
に
！

　

皆
さ
ん
、
農
薬
散
布
に
よ
る
害

虫
防
除
に
お
い
て
は
、
成
分
を
踏

ま
え
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
使
用
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
近
年
は
、
害
虫
の
農
薬
に
対
す

る
耐
性
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

耐
性
が
つ
か
な
い
防
除
方
法
と

し
て
、
物
理
的
に
害
虫
侵
入
を
阻

止
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

１　
U
V
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
視
覚
は
紫
外

線
領
域
を
感
知
す
る
の
で
、
施
設

に
紫
外
線
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
の
侵
入
を
抑
制
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
特
に
、
野
外
で
ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
が
増
加
す
る
春
〜
秋
に

か
け
て
は
有
効
で
す
。
但
し
、
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
を
導
入
す
る
場
合
に

は
、
ハ
チ
の
活
動
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

２　
防
虫
ネ
ッ
ト

　

防
虫
ネ
ッ
ト
を
展
張
す
る
こ
と

で
、
外
部
か
ら
の
害
虫
の
侵
入
を

抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
新

資
材
が
開
発
さ
れ
、
現
在
は
多
種

多
様
な
防
虫
ネ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
目
合
い

が
細
か
く
な
れ
ば
な
る
程
、
害
虫

の
侵
入
は
抑
制
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
に
比
例
し
て
風
通
し
は
悪
く
な

り
ま
す
。
栽
培
す
る
施
設
野
菜
の

生
育
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
対

象
害
虫
に
合
っ
た
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。（
表
１
）

３　
光
反
射
シ
ー
ト

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
は
、
太
陽
光
の
光
を
背
中
の
単

眼
で
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
飛
翔
し
て
い
ま
す
。

「
光
反
射
シ
ー
ト
」
を
ハ
ウ
ス
周

囲
に
設
置
す
る
こ
と
で
太
陽
光
を

乱
反
射
さ
せ
、
正
常
な
飛
翔
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
資
材
に

よ
っ
て
は
、
害
虫
の
侵
入
を
抑
制

し
つ
つ
通
気
性
を
確
保
出
来
ま
す
。

（
写
真
参
照
）

４　
有
色
粘
着
版

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
主
に
青
色
の

波
長
に
誘
引
さ
れ
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
は
黄
色
の
波
長
に
誘
引
さ
れ
ま

す
。
防
除
害
虫
に
応
じ
た
粘
着
版

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
一
般
的

に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
雌
成
虫
は
、
生
涯

に
約
２
０
０
個
の
卵
を
産
卵
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
密
度
を
上

げ
な
い
た
め
に
も
、
早
期
の
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
位
置
は
施
設

の
出
入
り
口
や
サ

イ
ド
を
集
中
的
に
、

施
設
野
菜
の
生
長

点
付
近
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
天
敵
」
を
導

入
す
る
方
は
ス
ワ

ル
ス
キ
ー
等
カ
ブ

リ
ダ
ニ
が
捕
食
出

来
な
い
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
類
の
成
虫
の
防

除
の
た
め
に
も
必

要
で
す
。

５　
防
草
シ
ー
ト

　
「
キ
ュ
ウ
リ
黄
化
え
そ
病
」
や

「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
な
ど
、

害
虫
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
重
要

病
害
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
施

設
内
外
の
除
草
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
野
外
雑
草
で
の
増
殖

を
防
ぐ
た
め
に
も
施
設
周
囲
に

「
防
草
シ
ー
ト
」を
敷
き
ま
し
ょ
う
。

（表１）防虫ネットの目合い

目合い 害　虫

2.0～4.0mm オオタバコガ、ハスモンヨトウ等

1.0mm ヨトウムシ類

0.8mm アブラムシ類

0.6mm ハモグリバエ類

0.4mm アザミウマ類、コナジラミ類

❽



安
価
に
始
め
る
ハ
ウ
ス
統
合
環
境
制
御

～
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ス
ス
メ
～

統
合
環
境
制
御
と
は
？

　

今
、
作
物
の
光
合
成
を
最
大
化

す
る
こ
と
に
着
目
し
、
ハ
ウ
ス
内

の
温
度
、
湿
度
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度

等
の
複
数
の
環
境
要
因
を
ひ
と
ま

と
め
に
し
て
制
御
す
る
「
統
合
環

境
制
御
」
と
い
う
考
え
方
が
着
目

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
光
合

成
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
作
物
の

健
全
な
生
育
や
さ
ら
な
る
増
収
に

つ
な
が
り
ま
す
。

複
数
の
環
境
要
因
と
光
合
成

　

植
物
が
光
合
成
を
行
う
た
め
に

は
光
、
水
、
炭
酸
ガ
ス
の
三
大
要

素
が
必
要
で
す
（
図
２
）。
そ
こ

で
、
十
分
に
三
大
要
素
を
植
物
に

与
え
る
た
め
に
は
、
複
数
の
環
境

状
況
を
総
合
的
に
見
て
、
ハ
ウ
ス

の
環
境
を
制
御
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
温
度
と
湿
度
か
ら
算
出

で
き
る
飽
差
を
適
正
に
す
る
こ
と

で
気
孔
を
開
か
せ
、
十
分
な
炭
酸

ガ
ス
を
吸
収
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
温
度
と
湿
度
の
別
々
の
環

境
を
関
連
付
け
て
操
作
す
る
こ
と

で
光
合
成
の
最
大
化
に
つ
な
が
り

ま
す
（
表
１
）。
ま
た
、
極
端
な

高
湿
度
状
態
を
回
避
す
る
こ
と
で
、

病
害
虫
発
生
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
飽
差
と
は
、
1
㎥
の
空
気
の
中

に
あ
と
ど
れ
く
ら
い
水
が
溶
け
込

む
こ
と
が
で
き
る
か
を
示
す
指
標

で
す
。（
単
位
：
g
/
㎥
）

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ス
ス
メ

　

自
分
の
ハ
ウ
ス
の
状
況
を
デ
ー

タ
や
グ
ラ
フ
で
目
に
見
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
、
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
変
化

を
数
値
で
と
ら
え
、
グ
ラ
フ
に
し

て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
自

動
で
温
湿
度
デ
ー
タ
を
一
定
時
間

毎
に
記
録
し
て
く
れ
る
安
価
な
デ

ジ
タ
ル
温
湿
度
計
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
３
）。
記
録
し
た
温

湿
度
デ
ー
タ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
や
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ

と
し
て
手
軽
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ハ
ウ
ス
内
に
設
置
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
設
置
す
る
際
は
、
直
射
日
光

が
温
湿
度
計
に
当
た
ら
な
い
よ
う

に
日
よ
け
を
作
り
、
ハ
ウ
ス
の
中

央
か
つ
作
物
群
落
中
の
生
長
点
付

近
に
吊
り
下
げ
ま
し
ょ
う（
図
４
）。

　

こ
う
し
て
把
握
し
た
デ
ー
タ
や

グ
ラ
フ
の
結
果
を
、
植
物
を
見
る

観
察
眼
や
環
境
変
化
を
体
で
感
じ

取
る
と
言
っ
た
五
感
と
組
み
合
わ

せ
て
、
収
量
、
品
質
向
上
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
0
4
8
0
─
61
─
3
9
1
1

図１ 環境制御と統合環境制御の違いのイメージ

表１ 飽差表

図３ 安価なデジタル温湿度記録計図４ デジタル温湿度記録計の設置とグラフ画面の例

図２ 光合成の三大要素

温度 湿度

炭酸ガス

光土壌水分
（かん水）

それぞれ
個別に管理

温度 湿度

光

炭酸ガス

土壌
水分

飽差
（気孔開き具合の目安）

それぞれを
関連付けて

ひとまとめに管理

光合成を高める！

これまでの環境制御 統合環境制御

光

炭酸ガス 水

無
料
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
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騎西梨撰果所がスタート
　騎西地区で８月初旬から特産の梨の選果が始まりました。作柄は平年

並みで甘みは上々です。

　選果所で働くのは、パート従業員35名。生産者の指導を受けたベテ

ラン従業員がコンテナから梨を取り出し、「優・秀・良」の３種類に選別。

レーンに並べるとセンサーが判別し、さらに重さ別に８種類に分けられ

た後、１玉ずつ箱詰めされます。

　利用する加須市騎西梨撰果所利用組合の組合員は現在24名。栽培面

積は約７．７㌶です。「幸水」や「豊水」のほか、県のオリジナル品種「彩

玉」などを９月下旬まで県内市場に出荷します。

　谷部芳夫組合長は「今年も上質な梨を収穫することができました。ぜ

ひ騎西の梨を味わってみてください。」と話しています。

小学校に教育誌「ちゃぐりん」を寄贈
　ＪＡは、家の光協会の小学生向け月刊教育誌「ちゃぐりん」８月号を管内

の小学校52校に寄贈しました。

　地域の将来を担う子供たちに「食」と「農」に関心を持ってもらうことが

目的です。夏休み中の学習にも役立ててもらおうと、毎年この時期に贈呈し

ています。

　７月８日には鴻巣市役所をＪＡの新井公平地域担当理事が訪れ、原口和久

市長に手渡しました。

　地名にちなみ、コウノトリの飼育と将来的な放鳥を目指す同市。原口市長

は「コウノトリが自然のもとで生活するには環境が重要。そのためにも農業

は大切な産業です。これをきっかけに児童らが農業への理解を深めてくれれ

ば。」とお礼の言葉を述べました。

いちじくの出荷が始まりました
　加須市騎西いちじく組合で、８月上旬から露地栽培のいちじくの出荷

が始まりました。

　栽培するのは、大ぶりで柔らかな果肉と濃厚な甘みが特徴の「ドーフ

ィン」です。今シーズンは19名が３㌶で栽培しており、10月下旬まで

に約40㌧の出荷を見込んでいます。

　収穫は朝４時から。実に赤い筋が入り、先が割れ始め、１～２割程度

色づいたものを選んで一つずつ収穫します。自宅の作業場に持ち帰った

ら、「秀」を５規格、「優」を２規格に分けてパック詰め（１パック400

㌘）。予冷庫で保管した後、夕方３時までに出荷場に持ち込みます。

　松村廣司組合長は「今年の梅雨は雨が多く栽培には苦労しましたが、

とても美味しいいちじくに仕上がりました。」と話しています。

いちじくをＰＲする松村組合長

原口市長㊨に「ちゃぐりん」を手渡す
新井地域担当理事

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

騎西の梨・いちじくはＪＡ騎西農産物直売所（☎0480-73-6776）でも販売しています
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サツマイモの苗を植え付け～騎西農産物直売所利用組合～　

　ＪＡほくさい騎西農産物直売所利用組合は６月18日に加須市中種足のほ場

にサツマイモ苗を植えました。この芋は11月上旬に予定する「直売所ふれあ

いまつり」で利用客らに収穫してもらう予定のものです。

　役員８名が約７㌃のほ場に植えたのは「紅あづま」と「紅はるか」、合計

700本。

　同イベントは、「利用客と生産者が交流できるイベントを」と、昨年の秋に

初めて行ったものです。石川久雄組合長は「新型コロナウイルスの第２波、第

３波も気になるが、家族同士の間隔を大きく開けたり、来場時間をずらしたり

して可能な限り開催したい。楽しみが減ってしまっている今だからこそ、収穫

の喜びを味わってもらえれば。」と話しています。

　今年の募集は９月下旬から。チラシを作成し、同直売所のほか騎西中央・田

ヶ谷・種足・鴻茎支店でも掲示・配布を行う予定で、費用は１家族（参加は４

人まで）1,000円（税込）です。
苗を植える石川組合長

挨拶する箱島会長

後列左から：石川支部長・青木支部長・坂本支部長・清水支部長
前列左から：大澤支部長・箱島支部長・相原支部長

花苗を「山上げ」
　川里地区の花き農家で、６月下旬から毎年恒例の「山上げ」

が始まりました。

　「山上げ」とは夏から秋の間、栽培する花苗を平地から高冷

地に移して栽培する方法です。これにより夏場平地では冷房設

備が必要になる品目の栽培が可能になります。

　小河原一雄さんは６月22日からスタート。４㌧トラックい

っぱいに積み込んだ花苗を父の公信さんや息子で後継者の大希

さんとともに日光市の戦場ヶ原に運びます。

　通うのは約20回。７月下旬までにカランコエやイベリス、

ジュリアンなど全25万鉢を運びます。

　「山上げ」をした花の出荷が始まるのは８月下旬から。小河原さんは「その頃にはコロナ不況から回復し、高

値での販売に繋がれば。」と期待を込めて話していました。

年金友の会が通常総会
　年金友の会は、６月17日にＪＡ本店で第８回通常総会を開きました。

　管内７支部の支部長らが参加して、令和元年度の事業・収支・監査報告や令和２年度の事業計画・予算などを

審議しました。

　開会にあたり、箱島登会長は「当組合は人口割合に占める会員数が県内ナンバーワンです。新型コロナウイル

スに負けず、今後も会員同士の絆を深めていきましょう。」と挨拶しました。

　同会は、ＪＡほくさいを年金受給金融機関に指定する会員で組織しており、令和２年３月末の会員総数は

19,069名です。

令和２年度役員
行 田 支 部：大澤邦夫支部長
川 里 支 部：相原栄支部長
羽 生 支 部：箱島登支部長
加 須 支 部：清水一雄支部長
騎 西 支 部：坂本嘉一支部長
北川辺支部：石川文男支部長
大利根支部：青木利雄支部長

カランコエを運び込む小河原さん㊨と大希さん
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休耕田のホテイアオイ
加須市佐

ざ

波
わ

　花びらに入る紫の模様が幻想的なホテイアオイ。
その名の由来は、葉の一部が七福神の1人・布袋様
の丸いお腹のようにふくれていることからといわれ
ています。
　約１㌶の水田に植えられたホテイアオイは、およ
そ２万株。７月から10月ごろまでが見ごろです。
朝開花するため、午前中の鑑賞がお勧めです。
　光る水面と涼やかなホテイアオイのコントラスト
を楽しんだ後は、隣接する道の駅に設置された周辺
マップを参考に近隣の観光スポットまで足を延ばし
てみてはいかがでしょう。

身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

利根川

尺
取
や
日
課
の
ひ
と
つ
ス
ク
ワ
ッ
ト　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

郭
公
の
ひ
と
鳴
き
森
の
拡
が
り
ぬ　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

別
荘
の
や
う
な
住
ま
い
や
青
田
風　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

病
抜
け
十
日
見
ぬ
日
の
青
田
か
な　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

健
診
バ
ス
六
腑
回
さ
れ
梅
雨
に
入
る　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

音
た
て
て
水
飲
む
子
等
や
秋
暑
し　
　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

遠
山
へ
日
の
沈
み
ゆ
く
青
田
風　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

伸
び
る
だ
け
伸
び
て
不
揃
い
葱
坊
主　
　
　
　

〃　
　

井
上
美
智
子

茄
子
の
紺
指
先
染
め
る
空
の
色　
　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

飛
行
機
の
眼
下
に
虹
の
輝
け
り　
　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

雨
降
れ
ば
雨
を
楽
し
む
花
菖
蒲　
　
　
　
　
　

〃　
　

松
永　

喜
芳

と
も
に
生
く
コ
ロ
ナ
果
て
な
き
夏
マ
ス
ク　

騎　

西　

泉
津
井　

清

か
さ
の
色
紫
陽
花
色
に
染
め
ら
れ
て　
　
　
　

〃　
　

田
沼　

絹
子

伸
び
盛
り
水
の
力
の
植
田
か
な　
　
　
　
　
　

〃　
　

戸
田　

達
子

余
り
苗
あ
つ
め
て
隅
を
手
植
え
せ
り　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

稲
光
田
毎
の
稔
り
誘
え
り　
　
　
　
　
　
　

加　

須　

松
本　
　

清

し
ゅ
る
し
ゅ
る
と
桑
の
葉
を
噛
む
蚕
の
愛
し　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

大
豆
蒔
く
つ
い
で
に
愚
痴
も
伏
せ
に
け
り　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

田
植
え
済
み
夕
餉
の
あ
か
り
灯
り
け
り　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

テ
レ
ワ
ー
ク
会
議
に
乱
入
す
る
蛙　
　
　
　
　

〃　
　

小
島　

弘
美

選
者
吟

裸
子
が
家
中
平
和
ま
き
散
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
歩
留

※
10
月
号
へ
の
投
句
は
、
８
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

梅
雨
あ
り
て
コ
ロ
ナ
禍
あ
り
て
籠
り
け
り　

行　

田　

荻
原　

増
夫

（評）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
て
早
や
半
年
あ
ま
り
、
未
だ
に

終
息
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。
外
出
自
粛
要
請
は
解
除
さ
れ
た
が
高

齢
者
に
と
っ
て
は
自
粛
生
活
に
梅
雨
が
加
わ
り
憂
き
日
々
が
続
い
て

い
る
。
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と
は
こ
ん
な
時
の
事
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
。
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

　

と
も
に
80
才
代
に
な
っ
た
父
母

は
心
身
と
も
に
健
康
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
相
続
の
法
律
が
変
わ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
改
正
で

す
か
。
我
が
家
も
相
続
対
策
を
始

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
対
策
が
有
効
で
す
か
。

先
送
り
し
が
ち
な
相
続
対
策

　

大
切
な
人
と
の
養
子
縁
組
、
必
要

な
遺
言
書
の
作
成
、
移
譲
し
て
お
く

べ
き
財
産
、
解
決
し
て
お
き
た
い
問

題
は
す
べ
て
相
続
前
が
期
限
で
す
。

実
行
す
る
時
期
に
よ
っ
て
は
無
効
に

な
り
、
計
画
性
が
な
い
と
無
駄
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
相
続
人
は

将
来
の
こ
と
を
憂
い
何
か
不
安
を
抱

え
な
が
ら
も
、「
そ
の
う
ち
、
そ
の

う
ち
」
と
先
送
り
し
て
相
続
を
迎
え

て
し
ま
う
の
で
す
。
家
族
の
将
来
を

見
極
め
る
た
め
に
も
、
親
子
の
生
前

協
議
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
争
い
の
種
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

配
偶
者
に
や
さ
し
い
相
続
法

　

個
人
の
尊
厳
、
男
女
の
平
等
を
基

本
と
し
た
民
法
の
改
正
か
ら
73
年
経

過
し
て
も
、
日
本
の
社
会
で
は
相
変

わ
ら
ず
家
を
中
心
に
物
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
親
子
、
家

族
、
親
族
の
営
み
は
多
様
化
し
、
均

分
相
続
の
定
着
に
よ
っ
て
家
制
度
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
働
き
方
改
革
が
進
む

中
で
老
後
を
迎
え
る
配
偶
者
に
必
要

な
も
の
は
何
か
、
と
い
う
観
点
か
ら

相
続
法
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、

子
は
養
育
の
過
程
を
経
て
親
か
ら
相

当
な
支
援
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、

配
偶
者
の
法
定
相
続
割
合
を
三
分
の

二
に
す
べ
き
だ
と
す
る
案
も
検
討
さ

れ
る
な
ど
、
相
続
後
の
配
偶
者
の
生

活
に
配
慮
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

配
偶
者
居
住
権
と
い
う
財
産

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
け
る
配

偶
者
の
生
活
に
は
、
一
定
の
住
ま
い

と
年
金
な
ど
の
生
活
資
金
を
確
保
す

る
こ
と
が
当
面
の
要
件
で
す
。
居
宅

が
財
産
の
大
部
分
を
占
め
る
相
続
の

場
合
、
配
偶
者
が
こ
れ
を
優
先
取
得

す
れ
ば
金
融
資
産
を
取
得
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す

る
た
め
に
配
偶
者
が
生
涯
住
み
続
け

ら
れ
る
「
配
偶
者
居
住
権
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
遺
産
分
割
協
議
又
は

遺
言
に
よ
っ
て
配
偶
者
居
住
権
を
取

得
す
る
と
、
そ
の
敷
地
に
対
す
る
権

利
も
取
得
し
登
記
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
建
物
が
他
人
に
譲
渡
さ
れ
て

も
居
住
権
だ
け
は
終
身
（
配
偶
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
こ
の
権
利
は
消
滅

し
ま
す
）
守
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
配

偶
者
居
住
権
は
土
地
建
物
の
一
部
で

す
か
ら
相
続
税
の
課
税
財
産
に
な
り

ま
す
。
配
偶
者
の
年
齢
に
も
よ
り
ま

す
が
、
土
地
建
物
の
お
よ
そ
30
％
相

当
額
が
評
価
の
目
安
で
、
敷
地
に
対

す
る
権
利
に
つ
い
て
は
小
規
模
宅
地

の
評
価
減
の
特
例
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

居
住
用
財
産
の
生
前
贈
与

　

ま
た
、
婚
姻
期
間
が
20
年
以
上
の

夫
婦
間
で
は
、
居
住
用
の
土
地
建
物

や
こ
れ
を
取
得
す
る
た
め
の
資
金
を

２
千
万
円
ま
で
無
税
で
贈
与
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
配
偶
者
の
住
宅
政

策
の
一
環
で
す
が
、
贈
与
者
の
相
続

の
際
に
は
特
別
受
益
財
産
と
し
て
、

相
続
財
産
に
持
ち
戻
し
て
各
相
続
人

の
相
続
分
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
持
ち
戻
し
計
算
に
よ
っ

て
生
前
贈
与
の
効
果
は
半
減
し
、
配

偶
者
は
金
銭
の
持
ち
出
し
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
令
和
元
年
７
月
１
日
以

後
に
実
行
さ
れ
た
「
配
偶
者
へ
の
居

住
用
財
産
の
贈
与
」
に
つ
い
て
は
、

「
持
ち
戻
し
計
算
は
不
要
」
と
す
る

遺
言
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

に
な
り
、
こ
の
結
果
的
に
贈
与
は
な

か
っ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
分

老
後
に
必
要
な
金
融
資
産
を
確
保
で

き
そ
う
で
す
が
、
10
年
以
内
に
贈
与

者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
他
の

相
続
人
か
ら
遺
留
分
を
請
求
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
留
意
し
て
下

さ
い
。

遺
言
が
よ
り
身
近
か
に

　

均
分
相
続
が
定
着
し
た
の
か
、
被

相
続
人
の
「
相
続
人
」
へ
の
思
い
が

正
し
く
伝
わ
ら
な
い
相
続
が
実
に
多

い
。
結
果
と
し
て
、
家
業
や
家
が
成

り
立
た
ず
、
親
族
関
係
が
瓦
解
す
る

事
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
子

や
孫
の
安
寧
を
願
い
相
続
人
ら
の
権

利
と
義
務
を
明
確
に
し
た
い
と
き
は

遺
言
が
恰
好
の
手
段
な
の
で
す
。
と

は
い
え
、
相
続
人
か
ら
言
わ
れ
て
最

期
に
書
く
の
が
現
状
。
争
い
の
種
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
自
筆

証
書
（
全
文
が
手
書
き
の
遺
言
書
）

は
、
目
録
の
筆
記
や
保
管
方
法
で
苦

労
し
裁
判
所
に
お
け
る
検
認
が
必
要

で
し
た
。
昨
年
１
月
か
ら
は
、
遺
言

本
文
の
み
自
筆
で
き
れ
ば
、
目
録
は

ワ
ー
プ
ロ
で
印
書
し
た
り
通
帳
の
コ

ピ
ー
や
登
記
事
項
証
明
書
の
添
付
で

も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

法
務
局
で
遺
言
書
を
保
管

　

今
年
の
７
月
10
日
か
ら
は
、
封
入

し
な
い
自
筆
の
遺
言
書
を
法
務
局
の

窓
口
へ
遺
言
者
が
申
請
す
る
と
、
内

容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
複
写
し
た
う
え

で
保
管
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
３
８
０
０
円
の
手
数
料
を
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
改
ざ
ん
や

紛
失
の
心
配
が
な
く
、
経
済
的
で
確

か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
そ
う
で
す
。

相
続
が
開
始
し
た
時
は
法
務
局
へ
自

筆
証
書
遺
言
の
謄
本
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
、
裁
判
所
の
検
認
を
受
け

ず
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
言
書
が
あ
れ
ば
相
続
税
も
有
利
に

　

遺
言
書
が
あ
る
と
、
遺
産
分
割
協

議
を
経
な
く
て
も
遺
贈
に
よ
っ
て
財

産
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
財
産

評
価
や
税
額
軽
減
の
特
例
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
各
相
続
人

の
主
張
が
多
様
で
期
限
内
に
分
割
協

議
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
で
も
、
故

人
の
遺
志
に
沿
っ
て
相
続
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
遺
言
書
は
我

が
家
の
生
活
設
計
を
実
践
す
る
う
え

で
必
須
な
手
段
と
い
え
ま
す
。

相
続
法
の
改
正
で
相
続
対
策
は
ど

う
変
わ
り
ま
す
か

※
10
月
号
に
つ
づ
き
ま
す
。

�



二重マスの文字を
A ～ E の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
夏
の
夜
空
で
打
ち
上
げ
―
―
が
開

い
た

❷
飲
ん
兵
衛（
べ
え
）が
好
き
な
物

❸
ニ
ッ
ケ
イ
の
樹
皮
か
ら
作
ら
れ
る

ス
パ
イ
ス

❹
仕
事
や
用
事
の
合
間
の
空
い
た
時

間
の
こ
と

❺
私
は
―
―
も
育
ち
も
東
京
で
す

❼
ツ
ナ
、
シ
ー
ザ
ー
、
海
藻
と
い
え

ば❿
指
先
の
腹
側
に
あ
る
筋
模
様

⓬
焼
き
肉
の
ミ
ノ
、
セ
ン
マ
イ
と
い

え
ば
ど
こ
の
部
位
？

⓭
携
帯
電
話
を
自
分
に
向
け
て
パ
シ

ャ
ッ
！

⓮
力
士
が
土
俵
上
で
取
る
も
の

⓱
泳
げ
な
い
人
が
腰
回
り
に
は
め
ま

す⓳
職
人
さ
ん
に
握
っ
て
も
ら
っ
て
食

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
８
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
７
月
号
の
答
〉

　

サ
ン
グ
ラ
ス

べ
る
こ
と
も

⓴
ま
っ
た
く
派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❷
香
り
の
良
い
薬
味
の
一
つ
。
ウ
ナ

ギ
の
か
ば
焼
き
に
も
振
り
掛
け
ま
す

❻
―
―
は
人
の
た
め
な
ら
ず

❽
釣
り
―
―
と
一
緒
に
海
に
出
掛
け

た❾
宣
伝
な
ど
を
書
い
て
通
行
人
に
配

り
ま
す

❿
上（
か
み
）の
反
対
語

⓫
京
都
の
夏
の
代
表
的
な
行
事
、
―

―
の
送
り
火

⓯
原
稿
用
紙
に
つ
づ
る
こ
と
も

⓰
10
円
硬
貨
に
最
も
多
く
含
ま
れ
る

金
属

⓲
イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
堂
の
こ
と

⓴
人
の
助
け
を
借
り
ず
に
―
―
で
切

り
抜
け
た

㉑
―
―
を
引
か
れ
る
思
い
で
い
と
ま

を
告
げ
た

☆
５
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
13
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を
お
贈

り
い
た
し
ま
す
。

　

年
々
暑
く
な
る
夏
。エ
ア
コ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
を
ま
さ
に
肌
で
感
じ
て
お
り
ま
す
。

月
並
み
で
す
が
、
熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
今
年
は
マ
ス
ク
の

着
用
に
よ
る
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
生
活
様
式
の
中
で
も
、
水
分
補

給
や
睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
に
気
を
つ
け
な
が
ら
猛
暑
を
乗
り
切
り
た

い
も
の
で
す
。

　

近
年
は
熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
農
作
業
中
は
も
ち
ろ
ん

お
出
か
け
な
ど
、
用
途
や
環
境
に
応
じ
た
ア
イ
テ
ム
を
使
い
分
け
て
、
快
適
な
夏
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｙ
・
Ｏ

編
集
後
記

☆
渡
辺　
良
江
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
栗
原　
祐
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
中
村　
好
男
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
林　
　
幸
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
小
林
フ
ミ
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
大
橋　
邦
江
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
久
保
田
栄
一
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
榎
本　
梨
乃
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
細
井
喜
美
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
佐
藤　
　
亘
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
野
上　
玉
枝
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
小
室　
和
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
田
中　
　
甫
さ
ま
（
大
利
根
）
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